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研究成果の概要（和文）：   本研究は、中国の対外援助の実態を明らかにし、中国と日本の対外援助の比較研究を行
うことを目的とした。三年間の研究成果としては、第一に、中国の対外援助の実態について、既存の文献資料の調査に
加えて、鋭意現地調査を行った結果、系統的なデータベースの構築を進めた。第二に、積極的に中国の地方档案館（雲
南省、広東省、遼寧省档案館）および援助受け入れ国に出張して資料調査を行った。第三に、10回の学会報告と、6件
の論文の執筆にて研究成果の発表に努めた。その内容としては、日中関係における対外援助の意味合い、日中両国の対
外援助をめぐる日米中関係、日中両国の対ベトナム援助の比較研究、などを取り上げた。

研究成果の概要（英文）：The object of this study is not only to clarify the reality of China's foreign aid
s, but also make a comparative research of foreign aids between China and Japan. As the results of three y
ears, firstly I have made a positively investigation and promoted the construction of data base of China's
 foreign aids systematically based on the existing literature materials. Secondly, I have made a positivel
y date collection activities at local archives (such as Yunnan, Guangzhou and Liaoning province's archives
) and aids recipient countries. Thirdly, regarding to the meaning of foreign aid at the Sino-Japanese fore
ign aid activities and comparative research towards aid to Vietnam between China and Japan, I have made 10
 academic reports and Published 6 papers and books.
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１．研究開始当初の背景 

 

 研究開始当初、中国の対外援助、特に対ア

フリカ援助は、その政策および活動の活発化

によって、非常に注目されるようになった。

ちょうどその頃、研究代表者は日本の対外援

助、特に日本の対中政府開発援助を課題とし

て博士学位申請論文を完成し、その後また修

正を加え、出版刊行に成し遂げた。その機に、

博士論文の分析枠組みを援用して、中国の対

外援助、特にその政策目的及び効果を、日本

のそれと比較しながら研究分析を進め始め

た。 

 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は、中国の対外援助の実態と、

その政策目的および政策効果を明らかにす

ることにある。具体的には、第一に、1950 年

から始まっている中国の対外援助の実態を

調査し、関係データを収集して、容易に検

索・抽出などの再利用ができるようにデータ

ベースを構築する。第二に、中国の対外援助

の政策目的を明らかにして、その政策効果を

検証する。第三に、中国と日本の対外援助の

比較研究を行う。これにより、国際関係にお

いて対外援助の果たしうる役割を多角的に

分析することが可能となると考える。 

 

 

３．研究の方法 

 

 研究方法としては、まずは文献調査解読で

ある。特に第一次資料の収集に力を入れて、

中国の地方档案館、例えば、対ベトナム援助

のデータを収集するため、中国の西南各省、

雲南省、広東省、広西省の档案館に、対北朝

鮮援助のデータを収集するため、中国東北地

方、特に遼寧省档案館に、また対アフリカ援

助のデータを収集するため、浙江師範大学ア

フリカ研究院資料館に出張して資料調査を

行った。また援助受入国、例えばベトナムに

行って、資料調査を行った。 

 次に、統計学の方法を用いて、援助関係の

データベースを構築した。 

 また、対外援助政策の目的および効果を分

析する際、比較研究の方法を多用した。 

  

 

４．研究成果 

 

 本研究課題の成果として、まずは、1950 年

から現在までの中国の対外援助の実態を調

査し、対外援助の金額、援助規模（財政支出

比）、供与対象国別金額、援助形態（無償援

助か有償援助か）、供与分野（経済援助と軍

事援助）などの項目から構成したデータベー

スを構築したことが挙げられる。完全なデー

タまではほど遠いだが、できるだけ完全なデ

ータを収集した。これらのデータを利用して、

今後の更なる研究成果の発表が期待される。

また、これらのデータを如何に共有させるか、

今後工夫していきたい。 

 次に研究成果の内容について、特に 1950

年から 70 年代までの日中の対ベトナム援助

の比較研究を行い、学会で発表してきた。来

る 2014 年 7 月 5 日にまた菅英輝氏科研費研

究会で発表して、2015 年刊行の共著に収録さ

れる予定である。日中両国の対外援助は、全

く異質なものだと言えるほど異なり、いまま

でほとんど比較研究が成されてこなかった。

あえて異質なものを比較研究することによ

って、国際関係において対外援助が果たしう

る役割を浮き彫りさせることができる。政府

対外援助の政策効果は、通常「外交手段」と

して戦略的だと定義されるが、冷戦期の中国

の対外援助のそれを考察すると、「革命手段」

として使われるものとしても確認できた。 
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